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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・関川　良雄様～右膝腫脹・大腿部までの疼痛あり担当医指示にて右膝関節、右大腿部のレントゲン施行。骨折所見なし。

・犾守　サナ様～採血結果K2.4mEq/l、貧血も進んでいる為、アスパラカリウム散50％3.6g、

　　　　　　　 フェロステック（50）2T追加で7日分処方となる。

＜隔離入室患者様＞

・関川　良雄様～終日隔離継続中。39.0℃以上の発熱あり、10：30と16：30に継続指示のアンヒバ座薬挿肛。クーリング施行中。食事は、朝食：主1/3副1/2　昼食：主1/5副全量。補液の為、点滴2本（ラクテック500ml、ST3　500ml+ダイビタミックス1A+アスコルビン酸1A）処方となっている。採血の結果、CRP高値の為、タゾピペ1V+生食100mlを、本日2回分、9/16　3回分処方となっている。発熱続いている為、ロキソプロフェンNa3T、レバミピド3T7日分処方となり、それ以外の内服薬は9/16昼まで中止の指示あり。引き続き、身体状態の観察・認知症周辺症状の観察を行い、安全な療養が送れるよう介入行っていく。

＜要注目患者様ケース検討＞
・成田　賀枝様～入浴後、部屋で過ごされている。スタッフへ「退院する」「でもひばりに

は戻りたくない」と話されている。体の掻痒感訴えてきている。引き続

き、所在確認と危険行為のないように言動に注意していく。

・中村　サヨ様～朝食・昼食不食。トイレ誘導にて排尿あるが尿量少なく濃縮尿。馬渡Drへ報告し、ラクテック　500ml＋アスパラK10mEq　1A処方となっている。引き続き、食事摂取量・身体状態の観察を行っていく。

・宮尾　健太様～夜間良眠で経過。他者に対しての土下座はないが自室内で落ち着きなさ

見られている。幻聴の訴えなし。引き続き、精神状態の観察を行ってい

く。

・小泉　喜作様～昨日、娘様が面会へ来られお菓子の減りが少ない為ちゃんと管理してほしいとの事。準夜帯でお菓子を自己管理したいと訴え不機嫌となっていたがその後訴えてくることはない。

・石橋　信孝様～昼食後薬拒薬するが再三の促しで服薬している。

＜伊藤Ｄｒ診察＞

・谷崎　遥様～臨時薬エビリファイ24mg→18mgへ減量、リスペリドン3mg→4mgへ増量し、

他同内容で7日分処方となっている。

・宮尾　健太様～リハプロ、OTは本人がもう少し様子をみたいとの事でまだ導入せず。

　　　　　　　　エチゾラム1.5mg→1mgへ減量し、他同内容で7日分処方となっている。

・北城　忠博様～リスペリドン1mg→2mgへ増量し、他同内容で7日分処方となっている。

・藤井　孝蔵様～リントン9mg→12mgへ増量し、他同内容で7日分処方となっている。

・竹園　卓夫様～処置同内容で1週間継続の指示あり。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・松野　ツセ様～点滴同内容で9/22まで処方となる。

＜症例検討会＞

氏名：谷崎　遥様(28)

主病名：摂食障害、覚醒剤精神病

身体合併症：なし

症状：過食嘔吐、幻聴、情緒不安定

入院年月日：平成28年8月31日

入院形態：任意入院
【現病歴】

当院へは2回目の入院。平成25年より過食嘔吐を繰り返すようになり同年9月17日ささクリニック初診。その後も過食嘔吐が止まらず連続飲酒状態となったことからアルコールプログラム目的にて平成26年10月15日～平成27年1月11日まで当院へ入院。退院後はささクリニックへの通院を再開。現在も過食嘔吐は続いており幻聴が活発な状態となった事から入院治療を勧められ当院での入院治療を希望し、8月31日東病棟へ任意入院となる。
【入院後の経過】

　苛々や嘔気出現時、継続指示で対応。幻聴もあるが9/15診察時、頻度は減ったと発言聞かれている。

　9/15～　リスペリドン3mg→4mg

　　　　　エビリファイ24mg→18mg

【看護方針及び退院支援計画】

・幻聴が軽減され、正しい食習慣の改善と、日常生活を支障なく過ごす事ができる

・自立支援医療　受給中　(指定医療機関：ささクリニック、みんな野薬局)

・障害年金　新規申請中

・精神障害者保健福祉手帳　新規申請を予定（年金受給開始後）

・退院後は、自宅で家族と同居することを希望。

　また、八戸市内の医療機関への通院を希望。退院後、日中活動の場として八戸市内での行われているデイケアや障害者手帳を利用した就労を検討している。

【検討すべき事項と結果】

・「もう一人の自分がいる」と訴えているが、明らかな症状は確認出来ていない。

→引き続き、症状の観察をしていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・退院後は「ささクリニック」に通院するか、当院に通院するかを、母様と相談していく。　

・今月中で退院するのであれば、おやつを解禁して、嘔吐の有無を確認していく。　　

・OT参加を促していく

→部屋、ホールでも良いので、ストレスコーピングスキルを図っていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・心理検査後、母様との面談を検討していく。（今後の方向性を検討）

